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一般会計収入予算額133億4,870万円一般会計支出予算額133億4,870万円

平成30年度
町の主な事業を紹介します。

 

平
成
30
年
度
の
町
の
予
算
が
３
月
議
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
化

す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
各
事
業
の
事
業
効
果
や
効
率
性
等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
再
検

証
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
視
点
、
柔
軟
な
発
想
に
よ
り
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
上
げ
ら
れ

る
よ
う
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
、そ
の
予
算
の
内
訳
を
グ
ラ
フ
等
で
説
明
し
ま
す
の
で
町
の
財
政
に
つ
い
て
ご
確
認
下
さ
い
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
の
町
の
主
な
事
業
も
紹
介
し
ま
す
。

■ 前年度予算比較表 単位：万円

町 税
繰 入 金
そ の 他①
国庫支出金
地方交付税
町 債
県 支 出 金
そ の 他②
合 計

394,683
30,917
108,034
262,750
201,276
51,420
208,278
77,512

1,334,870

382,376
13,666
100,439
251,069
213,896
63,240
246,333
68,690

1,339,709

12,307
17,251
7,595
11,681

▲ 12,620
▲ 11,820
▲ 38,055
8,822

▲ 4,839

歳 入 科 目 H30 H29 差　額

■ 前年度予算比較表 単位：万円

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
合 計

12,556
112,606
659,658
95,261
12,158
12,558
85,142
42,203
195,044
102,209
5,475

1,334,870

12,299
129,522
631,339
90,489
30,122
14,355
119,050
41,864
166,124
99,239
5,306

1,339,709

257
▲ 16,916
28,319
4,772

▲ 17,964
▲ 1,797
▲ 33,908

339
28,920
2,970
169

▲ 4,839

目的別科目 H30 H29 差　額

議　会　費 ⇒ 議会の運営に使うお金。
総　務　費 ⇒ 人事、住民窓口、選挙、統計など、町の総括的な事務事業に使うお金。
民　生　費 ⇒ 障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、生活保護、福祉医療、国民年金
　　　　　　 など福祉全般に使うお金。
衛　生　費 ⇒ 住民健診や予防接種などの保健費、ごみやし尿処理などの清掃費など
　　　　　　 安全で衛生的な生活のために使うお金。
農林水産費 ⇒ 農道や畑地かんがい施設の整備、畜産や営農の活性化などに使うお金。
土　木　費 ⇒ 道路、橋りょうや河川、公園の整備運営、土地区画整理事業などに使うお金。
教　育　費 ⇒ 幼稚園や小中学校、公民館、文化センターの施設建設や運営の費用な
　　　　　　 ど、教育全般に使うお金。
公　債　費 ⇒ 町債（町の借金）を返済するために支払うお金。
労　働　費 ⇒ 労働者のための施設（共同福祉施設）の運営に使うお金。
商　工　費 ⇒ 商工業や観光の振興に使うお金。
消　防　費 ⇒ 東部消防組合に対して町が負担するお金や、災害対策に使うお金。
災害復旧費 ⇒ 台風や豪雨により被災した道路や公園などの復旧のために使うお金。

支出用語チェック

自   主   財   源 ⇒ 町税、分担金及び負担金、使用料、手数料等町が自主的に収入できる財源

依   存   財   源 ⇒ 国や県の意思によって定められた額を交付される財源

町　　　　　税 ⇒ 地方税法、条例により町民や町内の企業から徴収する税です（町民税や固定資産税など）。

町　　　　　債 ⇒ 大きな事業を行うために町が政府、銀行などから調達する長期的な借入金。簡単に
　　　　　　　　　いうと町の借金のこと。

地 方 交 付 税 ⇒ 日本のどの地域においても一定の行政サービスを提供できるよう、国税５税（所得
　　　　　　　　　税、法人税、酒税、消費税、たばこ税）の一定割合の額を、国が県や市町村に対し
　　　　　　　　　て交付します。その基 準は国が決めています。

国・県支出金 ⇒ 事業など、特定の目的の財源として、国や県から交付されるお金。

分担金・負担金 ⇒ 町で特定のサービスを受けた人が納めるお金（保育料、福祉施設入所負担金など）。

地 方 譲 与 税 ⇒ 法によって、国が国税として徴収し、一定の基準によって県や市町村に譲与される税です。

使用料・手数料 ⇒ 町の施設の使用料や住民票の交付手数料として、利用者の皆さんが支払うお金。

繰　　入　　金 ⇒ 基金（町の貯金）を取り崩して、繰り入れるお金。

収入用語チェック

一般会計支出予算額133億4,870万円 一般会計収入予算額133億4,870万円
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町の予算を説明します！平成30年度平成30年度

町税
39億4,683万円
（29.6％）

国庫支出金
26億2,750万円
（19.7％）

地方交付税
20億1,276万円
（15.1％）

県支出金
20億8,278万円
（15.6％）

その他②
（地方消費税交付金、地方譲与税、地方特例交付金等）
7億7,512万円（5.8％）

町債
5億1,420万円
（3.9％）

繰入金
3億917万円
（2.3％）

その他①
（分担金及び負担金、
使用料手数料等）
10億8,034万円
（8.0％）

「わたしたちの
まちの収入は
どのようなものが
あるのかな？」

自主財源
依存39.9％

依存財源
60.1％

　議会費
議会広報広聴活動強化事業

　総務費
広報・広聴事業
不発弾処理促進事業
国際交流事業
ふるさと納税推進事業
【新】ふるさと博覧会補助事業

　民生費
法人保育園運営負担金
児童手当事業
延長保育促進事業　
認可外保育園事業・町単独事業
保育所等整備交付金事業
病児病後児保育事業
子供の貧困緊急対策事業
重度心身障がい者医療費助成事業
介護予防事業
介護給付・訓練等給付事業
市町村地域生活支援事業
認可化移行支援事業

　衛生費
こども医療費助成事業
２歳児歯科健診事業
予防接種事業　
妊婦一般健康診査事業
し尿処理事業
ごみ処理対策事業
はえばるリサイクルループ事業

　労働費
労働者・退職者等支援事業

　農林水産業費
地力増強対策事業
さとうきび振興対策事業
畜産振興対策費
【新】新規就農一貫支援事業
【新】６次産業化推進事業

　商工費
観光事業
やさしい観光地づくり推進事業
ヒーローのまちづくり事業
琉球絣等伝統工芸事業
商品開発・技術力強化事業

　土木費
町道１０号線道路改良事業
町道７３号線道路改良事業
町道５号線道路改良事業
津嘉山中央線街路事業
津嘉山中央線街路事業（２工区）
黄金森公園整備事業
津嘉山公園整備事業

　消防費
東部消防組合負担金
防災体制強化事業

　教育費
要保護準要保護児童生徒支援費（小・中学校）
学校ＩＣＴ推進事業
預かり保育事業
幼稚園臨時職員に係る経費
幼・小・中特別支援教育支援員 (ヘルパー )配置事業
黄金森公園スポーツ施設活性化事業
【新】普通教室改善整備事業（小・中学校）
【新】幼稚園空調機設置事業

※【新】は新規事業

３３７万円

７８７万円
３７８万円
４６５万円
９３２万円
８００万円

１９億８，７９０万円
９億２，２４２万円
２，１９１万円
５１１万円

４億２，６９６万円
６７１万円

４，１９８万円
５，６２９万円
３，９９７万円

９億６，４２２万円
４，５７１万円
５４８万円

２億８５万円
７７万円

１億６，４５４万円
５，１４７万円
３，３２５万円

２億７，７１０万円
１，５１８万円

２，２５３万円

３７４万円
１３５万円
５４３万円
７０６万円
１５５万円

２，９４５万円
２２２万円
７３１万円

２，０９３万円
１，５００万円

　　
１，３３１万円
６５５万円
５６１万円

８，０２９万円
２，００６万円
２，８４７万円
６，２０２万円

　
４億１，２２６万円

　７２１万円

７，９８９万円
１，３３１万円
５，４８６万円
２，６３７万円
６，９０７万円
２，９６２万円
１，６２３万円
２，１４０万円

総務費
11億2,606万円
（8.4％）

民生費
65億9,658万円
（49.4％）

土木費
8億5,142万円
（6.5％）

教育費
19億5,044万円
（14.6％）

公債費
10億2209万円
（7.7％）

その他（労働費等）
5,475万円（0.4％）

衛生費
9億5,261万円
（7.1％）

農林水産業費
1億2,158万円

（0.9％）

商工費
1億2,558万円

（0.9％）

消防費
4億2,203万円

（3.2％）

議会費
1億2,556万円
（0.9％）

「わたしたちのまちは
どのような事に

お金を使うのかな？」


